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【要約】 
 
＜目的＞原発性肺癌においてバイオマーカーは治療効果の判定や組織型の診断の補助
として用いられる。しかし、良性疾患や他の癌でもしばしば上昇が認められ、一方で早
期肺癌において上昇を示さないことがあり、肺癌のスクリーニングとしての評価は低い。
LYVE-1（lymphatic vessel endothelial hyaluronan receptor-1）はヒアルロン酸受容
体であり、リンパ管内皮に特異的に発現している。近年免疫染色による LYVE-1の染色
が、悪性腫瘍のリンパ管浸潤の有無判定やリンパ管新生の同定に有効であると報告され
ている。また、LYVE-1の免疫染色によるリンパ管密度が非小細胞肺癌の予後と関連が
あるとの報告がある。しかし、血清 LYVE-1と肺癌の進行度との関連については今日ま
で調べられていない。また、血清 LYVE-1が肺癌のバイオマーカーとなり得るかも明ら
かにされていない。今回我々は肺癌患者の予後・stageと血清 LYVE-1濃度の関連につ
いて検討した。 
＜方法＞対象は原発性肺癌と診断され、山形大学第一内科に入院した患者 58 例。同意
を取得の上、血清を採取し、ELISA法で LYVE-1濃度を測定した。 
＜結果＞対象患者の平均血清 LYVE-1濃度は 1,420 ± 304 pg/mL、平均年齢は 71.3 ± 8.2 
歳であった。単変量解析では血清 LYVE-1 濃度はリンパ節転移・遠隔転移・臨床学的
stageと負の相関を認め、リンパ節転移・遠隔転移陽性群の血清 LYVE-1濃度はリンパ
節転移・遠隔転移陰性群よりも低値であった。また、stage4 で血清 LYVE-1 濃度が最
も低値であった。多変量ロジスティック回帰分析では、血清 LYVE-1濃度低値はリンパ
節転移および遠隔転移を予測する独立した因子であった。遠隔転移の有無を判別する血
清 LYVE-1 濃度のカットオフ値は、1,553 pg/mL であった。このカットオフ値を用い
て Kaplan-Meier解析を行った所、血清 LYVE-1濃度低下群で有意に生存率が低下して
いた。また、Cox比例ハザード分析で年齢及び性別で調整しても、血清 LYVE-1低値は
有意に生存期間短縮と関連していた。 
＜結論＞血清 LYVE-1濃度は肺癌患者において、遠隔転移及び予後と有意な関連が認め
られた。血清 LYVE-1濃度の測定が、肺癌患者の進行度の評価に有用なバイオマーカー
である可能性が示された。 
 
